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【海外株式市場・経済指標】 ～コア資本財受注は失望的、欧州指標は改善一服～ 

25日の米国株式市場、ＮＹダウ平均株価は続伸。前日比＋61.07㌦の15570.28㌦で取引を終了。米経済指標

は強弱区々となったものの、予想対比で堅調な決算が好感された。 

 ９月耐久財受注は前月比＋3.7％と市場予想（＋3.7％）を上回ったものの、除く輸送用機器では▲0.1％と

市場予想（＋0.5％）を下回り、３カ月連続の減少。コア資本財受注も▲1.1％と市場予想（＋0.6％）に反し

て減少した。コア資本財受注の３ヶ月前比年率（３ＭＡ）は▲8.2％まで落ち込み、先行きの設備投資・雇用

が十分に加速しないことを示唆している。 

ミシガン大学消費者信頼感指数（確）は73.2と政府機関閉鎖の影響もあり、速報値（75.2）から下方改定

された。もっとも、これは過去の話。単月の落ち込みより来月以降の反発力を見極めることが重要だろう。 

10月Ｉｆｏ企業景況感指数は107.4と改善を見込んでいた市場予想（108.0）に反して前月（107.7）から悪

化。悪化は６ヶ月ぶり。現況指数（111.4→111.3）、期待指数（104.2→103.6）共に低下しており、モメン

タムが弱まっていると判断せざるを得ない。米政府機関閉鎖に伴う米国経済の不透明感や足もとのユーロ高

が足枷となった可能性が指摘できる。既発表のＰＭＩと整合的な動きだ。 

 英7-9月期ＧＤＰは前期比＋0.8％（年率＋3.2％）、前年比＋1.5％となった（予想一致）。 

 

15:12 現在

＜主要株価指数＞

終値 前日比
日経平均株価 14396.04 307.85
ＴＯＰＩＸ 1198.36 20.08
ＮＹダウ 15,570.28 61.07
ＤＡＸ（独） 8,985.74 5.11
FTSE100（英） 6,721.34 8.16
CAC40(仏） 4,272.31 ▲3.38
上海総合※ 2,138.46 5.504
＜外国為替＞※

97.63 円 0.21 円
134.76 円 0.29 円
1.3803 ㌦ ▲ 0.000 ㌦

＜長期金利＞※
日本 0.620 ％ 0.003 ％
米国 2.509 ％ ▲ 0.011 ％
英国 2.614 ％ ▲ 0.015 ％
ドイツ 1.755 ％ ▲ 0.010 ％
フランス 2.253 ％ ▲ 0.004 ％
イタリア 4.224 ％ 0.072 ％
スペイン 4.160 ％ 0.024 ％
オーストラリア 4.008 ％ 0.020 ％
＜商品＞
ＮＹ原油 97.85 ㌦ 0.74 ㌦
ＮＹ金 1352.40 ㌦ 2.20 ㌦

※は右上記載時刻における直近値。図中の点線は前日終値。

(出所）Bloomberg
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【外国為替相場・債券市場】 ～ＣＦＴＣデータ公表が再開～ 

25日の海外時間はUSDが主要通貨に対して小幅反発。USD/JPYは欧州時間入り後に反発に転じると、200日移

動平均（97.39円）を上回って推移。EUR/USDは独Ifo景況感指数を受けて一旦は下落したものの、その後一連

の米経済指標を受けて反発し、一日を通してみるとほぼ横ばい。ＧＤＰ発表を受けたGBPも目立った動きは見

られなかった。 

米10年金利は▲1.1bpの2.51％。「米指標弱含み→米株高・米債高」と金融相場らしい展開。独10年金利は

▲1.0bpの1.76％。米・欧経済指標がそれぞれ金利低下要因となった。原油・金は共に反発。 

古いデータだが、公表が再開されたCFTCデータ（10/１時点）では円のネットショートポジション縮小が確

認された（9.28万枚→8.23万枚）。 

【国内株式市場・経済指標】 ～ＡＤＰ雇用統計に注目～ 

28日の東京株式市場、日経平均株価は反発。前日比＋307.85円の14396.04円で取引を終了。前週末の米株

高が好感されたほか、金曜日の急落の反動もあり、買戻しが優勢となった。 

 今週は日米で重要なイベントが相次ぐが、何れもマーケットインパクトは限定的とみる。日銀ＭＰＭ、米

FOMCは共に政策変更が見込まれず「無風通過」が予想される。米経済指標はＩＳＭ指数、ＡＤＰ雇用統計、

鉱工業生産、小売売上高など発表が相次ぐが、何れも解釈が難しいため消化不良となるだろう。敢えて注目

するならＡＤＰ雇用統計だろう。10月本雇用統計は政府機関の閉鎖で歪みが生じる見込みであるため、市場

参加者がいつも以上にＡＤＰ雇用統計にヒントを求める可能性があるからだ。この他、本邦企業決算に注目。 

 

【注目点】 ～良くも悪くもTapering観測は高まらない～  

「米経済指標は市場予想を下回ったものの、ＦＲＢの金融緩和が長期化するとの期待から買いが入った」

この市況解説は、もはや完全に定番となった。米経済指標が軟化するなか、25日にはS&P500が史上最高値を

更新、独ＤＡＸも一時9000ptに乗せるなど、相変わらず金融相場らしい展開が続いている。 

とはいえ、このまま米経済指標が軟化を続けて市場参加者の景気回復期待が後退してしまえば、いくらＱ

Ｅ３が走っていてもリスク選好が削がれるのは時間の問題だろう。 

筆者が注目するコア資本財受注の落ち込みは米経済が再加速するというシナリオに疑問を投げかけるもの

だった。コア資本財受注は設備投資の先行指標として知られているほか、雇用の先行指標でもある。コア資

本財受注（前期比年率）は１Ｑに＋21.4％と高い伸びを示した後にピークアウトし、３Ｑには年率▲8.4％と、

マイナス圏へ突入した（上図参照）。これは、夏場以降の雇用統計Ｎ

ＦＰ鈍化（特に正規雇用者）と整合的な動きであるほか、先行きの雇

用が更に鈍化することを示唆している（右図）。ここ数年は両者の関

係が希薄になっているものの、それでもコア資本財受注が伸びない中

で雇用だけが加速する姿は描きづらい。当面は雇用鈍化の底打ち時期

を模索する展開が想起され、良くも悪くもTapering観測は高まらない

と思われる。 

【予想レンジ（５営業日以内）】 

ＮＹダウ平均株価 15200～15750㌦ 日経平均株価 14050～14650円 ドル円 96.00～98.50円 
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